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本
書
を
読
む
と
我
々
が
健
康
で
生
き
て
い
る
こ
と
が
奇
蹟
の
如
く
思
え
て
く
る
。
と
い
う
の
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
公
衆
衛
生

学
部
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
ヒ
ト
に
病
気
を
起
こ
す
病
原
体
は
、
二
〇
〇
一
年
現
在
一
四
一
五
種
も
あ
る
か
（
１
）

ら
だ
。
一
八
八
二
、
八

三
年
に
、
Ｒ
・
コ
ッ
ホ
が
コ
レ
ラ
菌
、
結
核
菌
を
発
見
し
て
、
伝
染
病
（
疫
病
）
の
原
因
が
細
菌
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら

に
二
〇
世
紀
に
入
り
電
子
顕
微
鏡
が
発
明
さ
れ
て
、
細
菌
よ
り
も
微
小
な
ウ
イ
ル
ス
も
病
気
を
惹
き
起
こ
す
こ
と
が
判
っ
た
。
右
に

引
い
た
一
四
一
五
種
の
大
半
は
、
二
〇
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
そ
の
正
体
が
判
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ヒ
ト
は
こ
の
病
原
体

に
絶
え
ず
曝
さ
れ
な
が
ら
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
長
寿
を
全
う
す
る
の
は
幸
運
と
し
か
云
い
よ
う
が
な
い
。

書

評

石
弘
之
著

『
感
染
症
の
世
界
史
―
人
類
と
病
気
の
果
て
し
な
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戦
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』

大

森

弘

喜

（
１
）
内
訳
は
細
菌
が
五
三
八
種
、
ウ
イ
ル
ス
二
一
七
種
、
菌
類
三
〇
七
種
、
原
虫
六
六
種
、
寄
生
虫
二
八
七
種
で
あ
る
。（
七
六
頁
）
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本
書
の
面
白
さ
は
、
近
年
の
分
子
生
物
学
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
病
因
と
な
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
の
変
異
ま
で
に

言
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
四
年
に
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
、
恐
ろ
し
く
感
染
力
が
強
く
、

治
療
に
当
っ
た
医
師
や
看
護
師
な
ど
に
も
感
染
し
、
そ
の
半
数
を
死
に
至
ら
し
め
た
。
そ
の
秘
密
は
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
の

技
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
「
糖
た
ん
ぱ
く
質
」
を
カ
ギ
に
し
て
、
ヒ
ト
の
細
胞
の
表
面
に
あ
る
カ
ギ
穴
の
受
容
体
に
と

り
つ
き
細
胞
内
に
侵
入
す
る
。
し
か
も
、
巧
妙
に
も
ま
ず
「
お
と
り
」
の
糖
た
ん
ぱ
く
質
を
血
中
に
送
り
込
ん
で
免
疫
細
胞
を
引
き

寄
せ
、
そ
の
隙
に
ウ
イ
ル
ス
を
細
胞
内
に
侵
入
さ
せ
る
と
い
う
。
そ
の
巧
妙
さ
に
は
驚
く
ば
か
り
だ
。

病
気
を
惹
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
を
辿
る
こ
と
で
、
人
類
の
祖
先
が
、
二
〇
万
年
前
辺
り
に
ア
フ
リ
カ
で
誕
生
し
、
そ
こ
か

ら
中
近
東
を
経
て
、
一
つ
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
西
に
辿
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
、
も
う
一
つ
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
東
に
辿
り
オ
セ
ア

ニ
ア
方
面
へ
、
或
い
は
北
に
向
か
い
ア
ジ
ア
へ
、
さ
ら
に
ベ
ー
リ
ン
グ
地
峡
を
経
由
し
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
と
移
動
し
た
こ
と
が
分

る
と
い
う
。
こ
れ
を
「
ウ
イ
ル
ス
人
類
学
」
と
い
う
ら
し
い
。

本
書
で
著
者
が
云
い
た
い
こ
と
の
一
つ
は
、
自
然
環
境
の
破
壊
を
食
い
止
め
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
ろ
う
。
右
に
引
い
た
エ
ボ
ラ

出
血
熱
の
出
現
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
熱
帯
雨
林
の
大
規
模
な
破
壊
と
密
接
に
関
連
が
あ
る
。
森
に
野
生
し
て
い
た
オ
オ
コ
ウ
モ

リ
が
住
処
を
失
い
、
ヒ
ト
の
世
界
に
そ
の
ウ
イ
ル
ス
を
拡
散
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

世
界
中
で
起
き
て
い
る
森
林
破
壊
は
温
暖
化
を
も
た
ら
し
、
動
物
の
生
息
分
布
を
変
え
、
新
た
な
感
染
症
を
惹
き
起
こ
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
馴
染
み
の
な
か
っ
た
デ
ン
グ
熱
が
、
二
〇
一
四
年
に
代
々
木
公
園
で
ダ
ン
ス
の
練
習
し
て
い
た
若
者
に
発
症
し
た
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
が
、
公
園
に
生
息
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
は
か
つ
て
の
日
本
に

は
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
ヒ
ト
の
移
動
と
共
に
日
本
に
来
て
、
越
冬
は
難
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
の
に
、
越
冬
す
る
ど
こ
ろ
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か
す
っ
か
り
我
が
国
に
定
住
し
た
。
し
か
も
温
暖
化
の
影
響
で
北
上
し
そ
の
生
息
範
囲
を
北
に
広
げ
て
、
今
で
は
秋
田
と
宮
古
を
結

ぶ
ラ
イ
ン
ま
で
到
達
し
た
。
今
後
爆
発
的
な
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
。

本
書
の
構
成
は
次
の
如
く
な
っ
て
い
る
。

序
章

エ
ボ
ラ
出
血
熱
と
デ
ン
グ
熱

第
一
部

二
〇
万
年
の
地
球
環
境
史
と
感
染
症

第
一
章

人
類
と
病
気
の
果
て
し
な
い
軍
拡
競
争
史

第
二
章

環
境
変
化
が
招
い
た
感
染
症

第
三
章

人
類
の
移
動
と
病
気
の
拡
散

第
二
部

人
類
と
共
存
す
る
ウ
イ
ル
ス
と
細
菌

第
四
章

ピ
ロ
リ
菌
は
敵
か
味
方
か
―
胃
が
ん
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て

第
五
章

寄
生
虫
が
人
を
操
る
？
―
猫
と
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
原
虫

第
六
章

性
交
渉
と
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
―
セ
ッ
ク
ス
が
ガ
ン
の
原
因
に
な
る
？

第
七
章

八
種
類
あ
る
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
―
感
染
症
は
世
界
で
一
億
人

第
八
章

世
界
で
増
殖
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
―
過
密
社
会
に
適
応
し
た
ウ
イ
ル
ス

第
九
章

エ
イ
ズ
感
染
は
一
〇
〇
年
前
か
ら
―
増
え
続
け
る
日
本
で
の
患
者
数

第
三
部

日
本
列
島
史
と
感
染
症
の
現
状

第
一
〇
章

ハ
シ
カ
を
侮
る
後
進
国
日
本
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第
一
一
章

風
疹
の
流
行
を
止
め
ら
れ
な
い
日
本

第
一
二
章

縄
文
人
が
持
ち
込
ん
だ
成
人
Ｔ
型
細
胞
白
血
病

第
一
三
章

弥
生
人
が
持
ち
込
ん
だ
結
核

終
章

今
後
感
染
症
と
の
激
戦
が
予
想
さ
れ
る
地
域
は
？

あ
と
が
き

病
気
の
環
境
史
へ
の
挑
戦

右
の
表
題
は
一
見
す
る
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
だ
が
内
容
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
、
人
類
が
経
験
し
た
感
染
症
と
の
戦
い
の
歴

史
や
現
状
が
冷
静
な
筆
致
で
語
ら
れ
る
。
し
か
も
盛
沢
山
な
中
身
で
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
そ
の
全
て
を
紹
介
は
で
き
な
い
。
そ
こ

で
歴
史
的
に
見
て
も
特
筆
さ
れ
る
感
染
症
を
幾
つ
か
選
ん
で
紹
介
し
、
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
い
。

�

本
論
に
入
る
前
に
、
著
者
は
ヒ
ト
と
病
原
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
と
の
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
四
つ
に
大
別
さ
れ

る
と
い
う
。
一
は
、
宿
主
が
微
生
物
の
攻
撃
に
負
け
て
死
滅
す
る
場
合
。
ラ
ッ
サ
熱
や
エ
ボ
ラ
出
血
熱
が
こ
れ
で
あ
る
。
二
は
、
宿

主
の
攻
撃
に
よ
り
微
生
物
が
敗
北
し
て
絶
滅
す
る
場
合
で
、
ワ
ク
チ
ン
で
絶
滅
し
た
天
然
痘
が
唯
一
こ
の
事
例
で
あ
る
。
三
は
、
宿

主
と
微
生
物
が
平
和
共
存
す
る
場
合
。
但
し
ヒ
ト
の
免
疫
力
が
衰
え
る
と
発
症
す
る
。
そ
う
し
た
菌
は
日
和
見
菌
と
呼
ば
れ
る
。
四

は
、
宿
主
と
微
生
物
が
果
て
し
な
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
場
合
。
水
痘
、
帯
状
疱
疹
は
こ
れ
に
当
た
る
。

二
〇
世
紀
に
入
り
医
学
は
目
覚
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
た
。
そ
の
一
つ
が
ペ
ニ
シ
リ
ン
に
代
表
さ
れ
る
抗
生
物
質
の
発
見
で
あ
ろ

う
。
だ
が
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
す
ぐ
さ
ま
こ
れ
に
耐
性
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
後
述
す
る
が
、
結
核

が
近
年
に
な
り
再
び
感
染
し
始
め
て
い
る
。
こ
れ
を
多
剤
耐
性
感
染
症
と
い
う
。
著
者
は
抗
生
物
質
の
乱
用
に
警
告
を
発
し
て
い
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る
。
さ
ら
に
、
養
殖
業
や
畜
産
業
で
も
、
飼
料
に
混
ぜ
て
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
や
成
長
促
進
剤
を
多
用
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
、

魚
肉
、
畜
肉
、
牛
乳
な
ど
に
多
剤
耐
性
菌
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
。
著
者
の
云
う
「
軍
拡
競
争
」
で
ヒ
ト
は
劣
勢
に
あ
る
ら
し
い
。

と
こ
ろ
で
、
著
者
に
限
ら
ず
医
学
史
で
は
あ
る
時
代
に
は
特
有
の
疫
病
、
感
染
症
が
発
生
す
る
と
説
く
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
と
る

と
、
一
一
世
紀
頃
か
ら
一
三
世
紀
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
（
ラ
イ
病＝

レ
プ
ラ
）
が
猖
獗
を
極
め
、
驚
く
ほ
ど
の
数
の
ラ
イ
病
院
が
造
ら
れ

た
。
但
し
本
書
は
な
ぜ
か
こ
の
病
に
は
殆
ん
ど
言
及
し
な
い
。
一
四
世
紀
に
は
ペ
ス
ト
が
人
々
を
恐
怖
に
陥
れ
た
。
一
六
世
紀
に
は

梅
毒
が
「
新
大
陸
」
か
ら
運
ば
れ
て
き
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
大
流
行
す
る
。
一
七
〜
一
八
世
紀
に
は
天
然
痘
が
猛
威
を
振
る
い
、
一
九

世
紀
に
コ
レ
ラ
と
結
核
が
、
二
〇
世
紀
〜
二
一
世
紀
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
エ
イ
ズ
が
ヒ
ト
を
襲
う
。
こ
れ
ら
感
染
症
の
流
行

の
背
景
に
、
ヒ
ト
の
大
移
動
が
あ
る
こ
と
も
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

本
書
評
で
は
数
あ
る
感
染
症
の
中
か
ら
、
ペ
ス
ト
、
コ
レ
ラ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
エ
イ
ズ
、
結
核
を
選
び
順
次
紹
介
す
る
。

�

ペ
ス
ト
は
周
期
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
っ
た
。
最
も
早
く
は
古
代
ロ
ー
マ
、
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
帝
の
時
代
に
三
〇
〇

万
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
さ
ら
に
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
の
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
の
治
世
に
、
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

ー
プ
ル
を
襲
い
、
一
日
五
千
人
も
の
死
者
を
出
し
た
と
云
わ
れ
る
。「
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
の
疫
病
」
と
云
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

ペ
ス
ト
は
ペ
ス
ト
菌
に
よ
る
感
染
症
で
あ
る
。
ノ
ミ
（
蚤
）
の
腸
管
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
ペ
ス
ト
菌
は
、
ノ
ミ
が
寄
生
す
る
ク

マ
ネ
ズ
ミ
な
ど
齧
歯
類
を
中
間
宿
主
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
ノ
ミ
に
咬
ま
れ
た
ヒ
ト
に
病
気
を
発
症
さ
せ
る
。
こ
れ
が
「
腺
ペ
ス

ト
」
で
（
２
）

あ
る
。
ペ
ス
ト
菌
が
体
内
に
入
る
と
高
熱
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
筋
肉
痛
、
食
欲
不
振
が
起
こ
る
。
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
、
ペ
ス

ト
菌
が
血
液
中
に
侵
入
す
る
と
皮
膚
に
大
き
な
斑
点
が
生
じ
る
。
こ
の
黒
い
斑
点
は
敗
血
症
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
「
黒
死
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病
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

さ
て
ペ
ス
ト
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
大
流
行
し
た
。
寧
ろ
こ
ち
ら
の
ペ
ス
ト
禍
が
歴
史
上
は
有
名
で
、
研
究
も
進
ん
で
お
り
、

本
書
で
も
詳
述
さ
れ
る
。
一
三
四
七
年
に
中
近
東
か
ら
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
上
陸
し
た
ペ
ス
ト
は
、
瞬
く
間
に
地
中
海
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
土
に
広
が
り
、
推
定
で
は
二
五
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
万
人
も
の
死
者
を
出
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口
の
三
分
の
一
が
失
わ
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
。

ペ
ス
ト
の
原
発
地
が
ど
こ
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
ら
し
い
が
、
近
年
で
は
中
国
雲
南
省
辺
り
と
す
る
説
が
有
力
で
著
者
も
こ
れ

を
支
持
し
て
い
る
。
大
学
研
究
者
の
国
際
チ
ー
ム
が
、
ペ
ス
ト
で
死
亡
し
集
団
埋
葬
さ
れ
た
遺
体
か
ら
ペ
ス
ト
菌
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
採
取

し
そ
の
遺
伝
子
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
一
四
世
紀
の
ペ
ス
ト
も
、
後
述
の
二
回
の
流
行
も
、
雲
南
省
で
今
か
ら
約
二
六
〇
〇
年
前
に

出
現
し
た
型
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
か
つ
て
マ
ク
ニ
ー
ル
が
『
疫
病
と
世
界
史
』
で
主
張
し
て
い
た
こ
と
と
合
致
す

る
。
一
四
世
紀
の
ペ
ス
ト
流
行
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
一
帯
を
征
服
す
る
途
上
で
、
ペ
ス
ト
菌
を
も
つ
ノ
ミ
と
ノ
ミ
の

つ
い
た
齧
歯
類
の
マ
ー
モ
ッ
ト
を
引
き
連
れ
て
移
動
し
、
中
国
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
こ
の
疫
病
を
拡
散
し
た
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ペ
ス
ト
流
行
の
引
き
金
は
「
中
世
農
業
革
命
」
に
あ
る
と
著
者
は
云
う
が
、
こ
れ
は
や
や
的

外
れ
と
思
わ
れ
る
。
著
者
の
云
う
よ
う
に
、
一
一
世
紀
こ
ろ
か
ら
水
車
の
利
用
が
始
ま
り
、
鉄
の
生
産
が
盛
ん
に
な
り
、
鉄
の
輪
を

も
つ
重
量
有
輪
犂
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
三
圃
制
が
普
及
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一
三
〜

一
四
世
紀
初
め
に
人
口
増
加
が
起
こ
っ
た
。
だ
が
そ
の
事
と
ペ
ス
ト
流
行
と
は
直
接
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
直
接
関
連
が
あ
る

の
は
、
ペ
ス
ト
流
行
の
前
一
三
四
六
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
の
異
常
気
象
、
す
な
わ
ち
夏
の
長
雨
と
冷
害
に
よ
る
凶
作
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
疫
病
へ
の
抵
抗
力
を
な
く
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

―１６３（７８）―

『
感
染
症
の
世
界
史
』



ペ
ス
ト
流
行
の
「
引
き
金
」
と
云
う
な
ら
、
農
業
で
は
な
く
寧
ろ
都
市
化
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
著
者
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
狭

い
都
市
空
間
に
ヒ
ト
と
動
物
が
共
に
暮
ら
し
、
ゴ
ミ
や
動
物
や
ヒ
ト
の
排
泄
物
処
理
が
で
き
な
い
状
態
で
は
、
ペ
ス
ト
菌
を
媒
介
す

る
ネ
ズ
ミ
の
大
量
発
生
に
は
好
都
合
で
あ
っ
た
。そ
し
て
ひ
と
た
び
疫
病
が
発
生
す
れ
ば
、瞬
く
間
に
感
染
が
拡
大
す
る
の
で
あ
る
。

人
口
の
疎
ら
な
農
村
で
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
反
証
で
あ
る
。

ペ
ス
ト
が
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建
社
会
の
土
台
を
揺
る
が
し
、
そ
の
変
質
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
経
済
史
で
も
よ
く
知
ら
れ

た
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
農
民
労
働
力
の
喪
失
が
、
領
主
�
農
民
関
係
に
お
け
る
力
関
係
を
逆
転
さ
せ
た
。
こ
れ
は
と
く
に
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
で
は
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
一
三
八
一
年
の
ワ
ッ
ト
・
タ
イ
ラ
ー
の
農
民
一
揆
は
そ
の
象
徴
的
出
来
事
で
あ
り
、
農
民
は

も
は
や
領
主
直
営
地
で
の
賦
役
を
拒
否
し
、
地
代
の
金
納
化
を
求
め
、
さ
ら
に
農
奴
制
の
廃
止
さ
え
も
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

著
者
は
記
し
て
な
い
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
ペ
ス
ト
流
行
後
に
「
労
働
者
規
制
法
」
が
制
定
さ
れ
、
労
働
賃
銀
の
高
騰
が
抑
制

さ
れ
、
同
時
に
そ
の
移
動
が
制
限
さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
効
果
は
薄
か
っ
た
。
疫
病
を
免
れ
た
農
民
は
荒
廃
し
た
農
村
を
捨
て
て
よ
り

安
全
な
場
所
や
、
待
遇
の
良
い
職
を
求
め
て
移
動
始
め
た
の
で
あ
る
。
土
地
と
そ
こ
に
結
び
付
け
ら
れ
た
農
民
を
支
配
原
理
と
す
る

封
建
制
は
、
こ
う
し
て
ゆ
っ
く
り
と
崩
壊
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

ペ
ス
ト
の
第
二
波
は
一
六
六
三
〜
六
六
年
起
こ
っ
た
。
こ
の
時
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
惨
禍
は
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
の
『
ペ
ス

（
２
）
腺
ペ
ス
ト
の
ほ
か
に
、
空
気
感
染
し
、
ヒ
ト
の
肺
の
中
で
増
殖
す
る
の
が
「
肺
ペ
ス
ト
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
致
死
率
が
五
〇
％
と
高

い
。
一
四
世
紀
の
大
流
行
は
未
曽
有
の
死
者
を
出
し
た
こ
と
か
ら
、
肺
ペ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
説
も
あ
る
。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

Ｆ
・
カ
ー
ト
ラ
イ
ト
著
／
倉
俣
ト
ー
マ
ス
旭
・
小
林
武
夫
訳
『
歴
史
を
変
え
た
病
』
法
政
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
、
四
三
頁
。
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ト
』
に
描
か
れ
て
い
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
ペ
ス
ト
流
行
の
さ
な
か
に
起
き
た
ロ
ン
ド
ン
大
火
が
そ
の
流
行
に
終
止
符
を
打
っ
た
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
生
息
場
所
が
焼
き
払
わ
れ
、
そ
の
後
新
築
さ
れ
た
建
物
で
は
煉
瓦
や
石
を
使
用
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
た
た
め
に
、
ネ
ズ
ミ
の
生
息
場
所
が
狭
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
言
及
し
て
な
い
が
、
こ
の
と
き
フ
ラ
ン
ス
で
ペ
ス

ト
流
行
阻
止
の
対
策
を
練
っ
た
の
が
コ
ル
ベ
ー
ル
で
あ
り
、
一
七
〇
八
年
に
は
具
体
的
な
方
策
が
纏
め
ら
れ
た
。
そ
の
骨
子
が
「
海

上
検
疫quarantine

」
で
あ
り
、
以
後
各
国
が
こ
れ
を
「
検
疫
・
隔
離
」
策
と
し
て
制
度
化
し
て
（
３
）

ゆ
く
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
最
後
の
ペ
ス
ト
流
行
は
一
七
二
〇
年
マ
ル
セ
イ
ユ
に
起
き
た
も
の
で
、
海
上
検
疫
に
も
か
か
わ
ら
ず
住
民
一
〇

万
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
そ
の
後
大
き
な
流
行
は
な
い
が
、
一
九
世
紀
末
に
ア
ジ
ア
で
流
行
し
た
の
が
第
三
波
で
あ
る
。
中
国
雲
南
省
で

発
生
し
た
ペ
ス
ト
流
行
は
香
港
に
飛
び
火
し
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
神
戸
に
、
さ
ら
に
太
平
洋
航
路
で
ハ
ワ
イ
か
ら
ア
メ
リ
カ
本
土
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
広
が
っ
た
。
香
港
で
の
流
行
の
と
き
に
現
地
で
調
査
し
た
二
人
の
医
師
が
、
期
せ
ず
し
て
ペ
ス
ト
菌
を
見
つ

け
た
。
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
研
究
所
の
イ
ェ
ル
サ
ン
と
コ
ッ
ホ
の
弟
子
北
里
柴
三
郎
で
あ
る
。
だ
が
ペ
ス
ト
菌
の
学
名
に
名
を
残
し
た
の

は
、
イ
ェ
ル
サ
ン
の
方
で
あ
っ
た
。

先
進
国
で
は
ペ
ス
ト
は
封
じ
込
め
ら
れ
た
が
、
二
〇
世
紀
末
現
在
、
全
世
界
で
は
な
お
三
万
人
を
超
え
る
ペ
ス
ト
患
者
が
い
る
と

云
わ
れ
て
い
る
。

�

ペ
ス
ト
と
並
ぶ
劇
症
型
感
染
症
に
コ
レ
ラ
が
あ
る
。
こ
の
疫
病
も
ま
た
近
代
以
降
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
を
起

こ
し
た
。
コ
レ
ラ
は
も
と
も
と
イ
ン
ド
、
ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
風
土
病
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
統
治
を
契
機
と
し
て
世
界
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に
広
が
っ
た
。
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
軍
の
移
動
と
共
に
、
コ
レ
ラ
菌
が
拡
散
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
著
者
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、

ム
ス
リ
ム
に
よ
る
聖
地
巡
礼
が
こ
の
疫
病
を
中
近
東
に
運
び
、
第
二
次
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
は
、
そ
こ
か
ら
も
紅
海
、
地
中
海
を
経

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
侵
入
し
た
。
こ
の
過
程
で
ム
ス
リ
ム
の
聖
地
メ
ッ
カ
に
は
コ
レ
ラ
が
定
着
し
風
土
病
化
し
た
。

コ
レ
ラ
の
世
界
的
流
行
は
一
九
世
紀
に
五
度
を
か
ぞ
え
、
そ
の
犠
牲
者
は
計
五
千
万
人
と
も
云
わ
れ
る
。
最
初
の
流
行
は
一
八
一

七
年
で
あ
り
、
イ
ン
ド
を
出
発
し
東
方
に
向
か
っ
た
コ
レ
ラ
は
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
経
て
マ
ニ
ラ
、
マ
カ
オ
、
広
東
へ
、
さ
ら
に
一

八
二
二
年
に
は
江
戸
末
期
の
日
本
に
達
し
た
。
日
本
へ
の
流
行
は
オ
ラ
ン
ダ
商
人
が
持
ち
込
ん
だ
と
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
か
ら
西
方
に

向
か
っ
た
コ
レ
ラ
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
南
部
の
ロ
シ
ア
ま
で
達
し
た
と
こ
ろ
で
鎮
静
化
し
た
。

コ
レ
ラ
の
症
状
は
、
下
痢
、
嘔
吐
、
め
ま
い
と
精
神
錯
乱
、
発
熱
と
悪
寒
、
体
温
低
下
と
脱
水
症
状
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
短
時
間

の
間
に
次
々
と
起
こ
り
、
ほ
ぼ
三
日
の
間
に
患
者
は
戦
慄
の
う
ち
に
死
ん
で
ゆ
く
。
患
者
は
脱
水
症
状
の
た
め
骨
と
皮
だ
け
に
な

り
、
皮
膚
や
爪
は
青
紫
に
変
色
す
る
。
そ
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
青
い
恐
怖
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
日
本
で
は
そ
の
劇
症
性
と
五

〇
％
の
致
死
率
の
高
さ
か
ら
、「
三
日
コ
ロ
リ
」
と
呼
ば
れ
、「
酷
烈
辣
」、「
狐
狼
狸
」、「
虎
狼
痢
」、「
虎
列
刺
」
な
ど
の
当
て
字
が

使
わ
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
恐
怖
の
ど
ん
底
に
陥
れ
た
コ
レ
ラ
は
、
一
八
三
一
年
か
ら
数
年
続
く
第
二
次
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
こ
の
時

（
３
）

“quarantine”

の
本
義
は
、
伝
染
病
を
持
ち
込
む
疑
い
の
あ
る
船
舶
を
、
港
外
に
四
〇
日
間
停
船
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

“quarantine”

の
原
義
は
、
ラ
テ
ン
語
（
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
）
の
四
〇
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
四
〇
日
間
経
て
ば
、

伝
染
病
に
罹
患
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
判
明
す
る
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
そ
の
間
の
「
隔
離
」
を
も
意
味
す
る
。Jean

Im
bert,

L
e
droit

hospitalier
de

L
’A
ncien

R
égim

e,
Presses

U
niversitaires

de
France,

1993,
p.
152
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も
起
源
は
イ
ン
ド
で
あ
り
、
一
八
二
六
年
に
聖
地
ハ
ル
ド
ワ
ー
ル
か
ら
発
生
し
た
コ
レ
ラ
は
西
漸
し
、
一
八
三
一
年
に
は
メ
ッ
カ
に

達
し
、
巡
礼
者
一
二
千
人
を
死
に
至
ら
し
め
た
。
他
方
ロ
シ
ア
に
入
っ
た
コ
レ
ラ
は
北
上
し
、
一
八
三
〇
年
に
は
モ
ス
ク
ワ
に
到
達

し
、
三
一
年
春
に
は
東
欧
を
経
て
西
欧
へ
侵
入
し
た
。
ま
ず
ロ
ン
ド
ン
が
次
い
で
パ
リ
が
コ
レ
ラ
に
襲
撃
さ
れ
、
二
つ
の
都
市
だ
け

で
そ
れ
ぞ
れ
二
万
人
弱
の
死
者
を
数
え
た
。
人
々
は
恐
怖
に
お
び
え
、
誰
か
が
毒
薬
を
撒
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
流
言
飛
語
が
飛

び
交
い
、
根
拠
も
な
く
ユ
ダ
ヤ
人
が
疫
病
を
起
こ
し
た
と
さ
れ
暴
行
虐
殺
さ
れ
る
事
件
も
起
き
た
。

第
三
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
一
八
四
八
年
に
起
き
た
。
こ
の
時
も
起
源
は
イ
ン
ド
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ

本
土
に
ま
で
惨
禍
は
及
ん
だ
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
も
再
び
こ
の
疫
病
被
害
を
う
け
、
そ
れ
ぞ
れ
十
万
人
余
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
コ
レ
ラ
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
病
因
は
特
定
で
き
ず
、
た
だ
被
害
が
最
も
集
中
し
た
の
が
、
パ
リ
の
ス
ラ

ム
な
ど
不
衛
生
地
区
と
そ
こ
に
住
む
貧
民
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

コ
レ
ラ
流
行
を
き
っ
か
け
に
ロ
ン
ド
ン
で
も
パ
リ
で
も
、
都
市
衛
生
が
政
治
課
題
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は

チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ヴ
ィ
レ
ル
メ
な
ど
が
、
公
衆
衛
生
の
施
策
を
練
り
実
施
し
て
ゆ
く
。
ま
さ
し
く
「
疫
病
は
公

衆
衛
生
の
母
」
で
あ
る
。

コ
レ
ラ
が
コ
レ
ラ
菌
に
よ
る
感
染
症
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
う
や
く
一
八
八
三
年
に
Ｒ
・
コ
ッ
ホ
に
よ
り
明
ら
か
さ
に
さ
れ
る
が
、

そ
れ
ま
で
は
「
瘴
気
」（
ミ
ア
ズ
マ
）
が
こ
の
疫
病
の
原
因
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
都
市
の
衛
生
事
業
は
、「
瘴
気
」
を
発
生

さ
せ
る
源
、
す
な
わ
ち
淀
ん
だ
水
、
動
植
物
の
死
骸
と
排
泄
物
、
ゴ
ミ
、
墓
地
な
ど
の
除
去
が
目
標
と
な
っ
た
。
コ
レ
ラ
禍
が
フ
ラ

ン
ス
第
二
帝
政
期
の
パ
リ
の
都
市
改
造
を
促
す
契
機
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

コ
レ
ラ
が
経
口
感
染
症
で
あ
る
こ
と
は
今
日
で
は
常
識
だ
が
、
こ
の
こ
と
を
最
も
早
く
突
き
止
め
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
ジ
ョ

―１５９（８２）―

『
感
染
症
の
世
界
史
』



ン
・
ス
ノ
ウ
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
ロ
ン
ド
ン
南
部
の
ソ
ー
ホ
ー
地
区
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
コ
レ
ラ
死
亡
者
が
共
通
し
て
あ
る

公
共
井
戸
水
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
、
こ
の
井
戸
水
を
飲
ん
で
い
な
い
住
民
に
は
コ
レ
ラ
死
亡
が
少
な
い
こ
と
を
発
見
し
た
。
ス
ノ
ウ

は
、
飲
み
水
に
コ
レ
ラ
の
毒
が
混
入
し
て
病
気
を
惹
き
起
こ
し
た
に
違
い
な
い
と
推
論
し
た
。
そ
の
後
も
研
究
を
続
け
た
結
果
、
水

道
会
社
が
供
給
す
る
飲
料
水
そ
の
も
の
が
コ
レ
ラ
毒
に
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
水
を
飲
ん
だ
住
民
が
感
染
・
発
症
し
た
こ
と
を
突

き
止
め
た
の
で
あ
る
。
水
道
会
社
は
ロ
ン
ド
ン
の
や
や
上
流
地
点
で
テ
ム
ズ
川
か
ら
取
水
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
公
共
井
戸
な
ど
に
配
水

し
て
い
た
が
、
テ
ム
ズ
川
の
河
川
水
が
コ
レ
ラ
患
者
か
ら
排
出
さ
れ
た
コ
レ
ラ
菌
で
汚
染
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ス
ノ
ウ
の
「
飲

み
水
説
」
は
疫
学
の
始
ま
り
と
云
わ
れ
る
の
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
コ
レ
ラ
毒
の
正
体
を
、
コ
ッ
ホ

の
よ
う
に
暴
け
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
が
疫
学
の
限
界
か
も
し
れ
な
い
。

原
因
が
特
定
で
き
な
い
コ
レ
ラ
に
は
、
有
効
な
処
置
法
も
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
蛭
に
よ
る
瀉
血
や
ア
ヘ
ン
チ
ン
キ
な
ど
が
流
行

っ
た
。
日
本
で
は
、
前
述
の
文
政
年
間
の
コ
レ
ラ
に
続
い
て
、
安
政
年
間
に
も
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
。
ペ
リ
ー
艦
隊
が
長
崎
に
寄
港

し
た
と
き
に
コ
レ
ラ
を
持
ち
込
み
、
こ
れ
が
日
本
中
に
流
行
を
も
た
ら
し
、
正
確
な
死
亡
者
数
は
把
握
で
き
な
い
が
、
一
説
で
は
死

者
二
六
万
人
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
流
行
は
外
国
船
と
外
国
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
し
て
、
攘
夷
思
想
の
高
揚
を
も
た

ら
し
、
幕
府
倒
壊
の
遠
因
に
な
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
民
間
で
は
、
コ
レ
ラ
禍
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
「
コ
レ
ラ
送
り
」
や
、
神
の
使
い

で
あ
る
オ
オ
カ
ミ
（
大
神
）
の
毛
皮
や
遺
骸
で
お
祓
い
す
る
こ
と
も
流
行
っ
た
と
い
う
。

さ
て
最
後
に
コ
メ
ン
ト
を
云
え
ば
、
著
者
が
コ
レ
ラ
流
行
を
産
業
革
命
の
所
産
で
あ
る
と
い
う
の
は
的
外
れ
と
云
え
る
。
イ
ン

ド
、
ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
風
土
病
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
ま
で
押
し
上
げ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
イ

ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
植
民
地
化
の
賜
物
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
東
イ
ン
ド
会
社
に
イ
ン
ド
経
営
を
委
ね
て
い
た

―１５８（８３）―

『
感
染
症
の
世
界
史
』



が
、
そ
の
拠
点
の
一
つ
が
ベ
ン
ガ
ル
地
方
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
藩
王
国
の
抵
抗
を
軍
事
力
で
抑
え
込
む
作
戦
を

展
開
し
た
。
こ
れ
が
マ
ラ
ー
タ
戦
争
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
イ
ギ
リ
ス
軍
は
ベ
ン
ガ
ル
地
方
か
ら
イ
ン
ド
北
部
を
経
て
西
部
ま
で
行

軍
し
た
が
、
そ
れ
が
疫
病
蔓
延
の
引
き
金
に
な
っ
た
と
云
わ
（
４
）

れ
る
。

�

ヒ
ト
と
共
存
す
る
ウ
イ
ル
ス
の
一
つ
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
あ
る
。（
第
八
章
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
本
来
シ
ベ
リ

ア
や
ア
ラ
ス
カ
な
ど
北
極
圏
の
近
く
の
湖
沼
に
じ
っ
と
潜
み
、
繁
殖
の
た
め
こ
こ
に
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
と
、
そ
れ
に
潜
り
込
み
腸

管
で
増
殖
す
る
と
い
う
。
も
と
も
と
の
宿
主
で
あ
る
カ
モ
に
は
発
病
し
な
い
が
、
カ
モ
か
ら
家
畜
化
さ
れ
た
ア
ヒ
ル
は
感
染
し
発
症

す
る
。
長
い
年
月
を
か
け
て
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
を
繰
り
返
し
、
今
で
は
一
七
〇
種
も
の
亜
型
ウ
イ
ル
ス
が
あ
る
。
ヒ
ト
へ
の
感
染
に

は
豚
が
仲
立
ち
を
し
て
い
る
。
豚
の
呼
吸
器
の
上
皮
細
胞
に
は
多
く
の
亜
型
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
で
き
る
。
そ
こ
で
水
鳥
の
も
つ
亜
型

ウ
イ
ル
ス
と
の
間
で
遺
伝
子
の
組
み
換
え
が
起
き
て
、
ヒ
ト
に
感
染
す
る
亜
型
が
生
ま
れ
る
ら
し
い
。

そ
の
現
場
の
ひ
と
つ
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
中
国
南
部
の
農
村
に
あ
る
。
農
家
の
庭
先
で
は
ア
ヒ
ル
や
ガ
チ
ョ
ウ
、
豚
を
放
し
飼
い

に
し
て
い
る
。
ま
た
そ
こ
に
は
淡
水
魚
を
飼
う
た
め
の
池
も
あ
る
。
池
の
上
に
網
を
張
っ
て
鶏
を
飼
う
。
そ
の
鶏
糞
を
、
池
の
魚
や

ア
ヒ
ル
な
ど
が
餌
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
共
存
関
係
の
な
か
で
水
鳥
の
ウ
イ
ル
ス
が
豚
に
感
染
し
、
変
異
し
て
い
る
ら
し
い
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
表
面
に
は
、
二
種
類
の
と
げ
上
の
タ
ン
パ
ク
質
Ｈ
Ａ
（
ヘ
マ
グ
ル
チ
ニ
ン
）
と
Ｎ
Ａ
（
ノ
イ
ラ
ミ

ダ
ー
ゼ
）
が
あ
る
。
ヘ
マ
グ
ル
チ
ニ
ン
は
宿
主
の
細
胞
に
付
着
す
る
と
き
に
使
わ
れ
、
ノ
イ
ラ
ミ
ダ
ー
ゼ
は
ウ
イ
ル
ス
が
別
の
細
胞

に
乗
り
移
る
と
き
に
必
要
だ
と
い
う
。
ヘ
マ
グ
ル
チ
ニ
ン
と
ノ
イ
ラ
ミ
ダ
ー
ゼ
は
、
そ
の
抗
原
の
違
い
に
よ
り
一
〇
〜
一
七
の
亜
型

に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
で
一
七
〇
も
の
亜
型
が
生
ま
れ
る
と
い
う
訳
で
あ
る
。
我
々
が
ニ
ュ
ー
ス
で
耳
に
す
る
鳥
イ
ン
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フ
ル
エ
ン
ザ
「
Ｈ
５
Ｎ
１
亜
型
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

さ
ら
に
驚
く
べ
き
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
ガ
ン
や
カ
モ
な
ど
の
水
鳥
だ
け
で
は
な
く
、
豚
、
馬
、
牛
、
猫
、
ネ
ズ
ミ
、

ヒ
ョ
ウ
、
ア
シ
カ
、
ク
ジ
ラ
、
そ
し
て
ヒ
ト
な
ど
の
哺
乳
類
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

ヒ
ト
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
歴
史
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
古
く
は
一
四
〜
一
五
世
紀
に
も
流
行
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
な
っ
た
の
は
一
八
世
紀
以
降
で
、
実
に
一
二
回
を
数
え
る
と
い
う
。
一
九
世
紀
に
も
二
度
ほ
ど
大
流
行
を
記
録
す
る
が
、
う

ち
一
八
八
六
〜
九
〇
年
の
そ
れ
は
「
ロ
シ
ア
か
ぜ
」
と
呼
ば
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
二
〇
な
い
し
二
五
万
人
の
死
者
を
だ
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
ヒ
ト
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な
い
が
、
飼
育
さ
れ
る
鶏
、
七
面
鳥
な
ど
の
家
禽
類
に
流
行
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
、
養
鶏
業
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
は
中
世
の
ペ
ス
ト
に
な
ぞ
ら
え
て
「
家
禽
ペ
ス
ト
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

ヒ
ト
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
歴
史
上
最
も
有
名
な
の
が
一
九
一
八
年
の
「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
起
源
、
つ
ま
り
「
ゼ

ロ
号
患
者
」
は
ど
こ
の
誰
か
だ
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
起
源
説
、
フ
ラ
ン
ス
起
源
説
、
そ
し
て
近
年
の
中
国
起
源
説
と
あ
る

ら
し
い
。
し
か
し
共
通
す
る
の
は
、
い
ず
れ
も
軍
人
が
最
初
に
罹
り
、
そ
の
部
隊
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
起
源
は
確
定
さ
れ
な
い
が
、
分
か
っ
て
い
る
感
染
ル
ー
ト
を
云
う
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基
地
で
の
流
行
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
飛
び
火
し
、
軍
人
だ
け
で
な
く
一
般
人
も
感
染
し
た
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
送
ら
れ
て
、
こ
の
疫
病
を
爆

発
的
に
惹
き
起
こ
し
た
。

西
部
戦
線
は
周
知
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
軍
と
連
合
軍
が
膠
着
状
態
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
塹
壕
戦
で
弱
り
切
っ
て
い
た
兵
士
に
イ
ン
フ

（
４
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
見
市
雅
俊
『
コ
レ
ラ
の
世
界
史
』
晶
文
社
、
一
九
九
四
年
を
見
よ
。
見
市
氏
の
「
開
発
原
病
」
と
い
う
見
方
へ
の

批
判
は
、
大
森
弘
喜
『
フ
ラ
ン
ス
公
衆
衛
生
史
』
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
を
見
よ
。
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ル
エ
ン
ザ
が
襲
い
か
か
っ
た
の
で
、
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
軍
は
実
に
二
〇
万
人
の
将
兵
を
失
い
、
マ
ル
ヌ
の
戦
い
を
目

前
に
し
て
敗
走
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
兵
士
が
衰
弱
し
武
器
を
運
ぶ
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
他
方
、
連
合
国
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
被
害
も
大
き
く
、
ア
メ
リ
カ
軍
で
は
戦
闘
に
よ
る
死
者
を
上
ま
わ
る
ほ
ど
の
病
死
者
を
数
え
た
。
こ
う
し
て
、
両
軍
と

も
戦
争
継
続
が
困
難
に
な
り
、
終
戦
が
早
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
は
そ
れ
で
収
ま
ら
な
か
っ
た
。
兵
士
の
移
動
が
ウ
イ
ル
ス
を
拡
散
し
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

領
西
ア
フ
リ
カ
、
シ
ェ
ラ
レ
オ
ネ
の
首
都
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
は
、
ア
フ
リ
カ
航
路
の
石
炭
補
給
地
と
し
て
重
要
だ
っ
た
が
、
大
戦
中
に

碇
泊
し
た
軍
艦
に
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
広
が
り
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
船
舶
や
鉄
道
に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
内
部
に
ま
で
感
染
を
広

げ
た
。

と
こ
ろ
で
な
ぜ
「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」
と
呼
称
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
本
書
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
中
立
的
立

場
を
と
っ
た
ス
ペ
イ
ン
政
府
が
情
報
の
蒐
集
と
統
制
を
怠
り
、
と
く
に
対
策
を
採
ら
な
か
っ
た
た
め
、
一
八
一
八
年
初
夏
に
は
八
〇

〇
万
人
も
が
感
染
し
、
国
家
の
機
能
が
麻
痺
し
た
た
め
で
あ
る
。

日
本
へ
の
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
伝
播
で
は
、
台
湾
巡
業
中
の
力
士
が
罹
っ
た
の
が
そ
の
嚆
矢
で
あ
る
。
そ
の
後
一
八
年
一
〇
月
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
た
毒
性
の
強
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
日
本
に
上
陸
し
、
軍
隊
、
学
校
に
集
団
感
染
を
起
こ
し
た
。
一
旦
収
ま

っ
た
か
に
見
え
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
翌
年
再
び
猛
威
を
振
る
い
（
後
流
行
と
い
う
）、
東
京
で
は
市
電
も
電
話
局
も
機
能
麻
痺
状
態

に
陥
っ
た
と
い
う
。
こ
の
二
回
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
で
国
民
の
三
七
％
が
感
染
し
、
内
務
省
衛
生
局
の
調
査
で
は
計
三
八
万
人

が
死
亡
（
５
）

し
た
。

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
猛
威
は
そ
の
世
界
的
被
害
状
況
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
世
界
人
口
の
半
分
な
い
し
三
分
の
一
が
感
染
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し
、
人
口
の
三
〜
五
％
お
よ
そ
八
千
万
人
が
死
亡
し
た
と
見
積
も
ら
れ
る
。
各
国
別
の
死
亡
者
数
は
煩
雑
に
な
る
の
で
割
愛
す
る

が
、
こ
の
感
染
を
免
れ
た
の
は
、
ア
マ
ゾ
ン
河
口
の
マ
ラ
ホ
島
、
セ
ン
ト
へ
レ
ナ
島
や
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
ぐ
ら
い
だ
っ
た
こ
と
か
ら

考
え
て
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
の
す
ご
さ
が
分
か
る
。

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
正
体
は
、
当
時
の
顕
微
鏡
で
は
突
き
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
近
年
の
遺
伝
子
研
究
で
「
ヒ
ト
Ａ
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
・
ウ
イ
ル
ス
Ｈ
１
Ｎ
１
亜
型
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

最
後
に
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
る
。
本
書
に
よ
れ
ば
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
突
然
変
異
を
よ
く
起
こ

し
、
新
型
の
ウ
イ
ル
ス
が
出
や
す
い
と
い
う
。
今
で
は
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
な
ど
に
も
感
染
が
広
が
っ
て
い

る
。
現
に
中
国
の
広
東
省
や
香
港
で
は
二
〇
世
紀
末
か
ら
二
一
世
紀
に
か
け
て
、
何
度
も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
起
き
て
家

禽
類
が
殺
処
分
さ
れ
た
。
一
九
九
七
年
の
香
港
で
は
「
Ｈ
５
Ｎ
１
亜
型
」
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ヒ
ト
に
感
染
し
た
こ
と
が
判
り
、

世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
れ
ま
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ヒ
ト
に
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

原
因
に
つ
い
て
、
著
者
は
ア
ジ
ア
で
は
市
場
で
生
き
た
鳥
を
売
買
す
る
こ
と
、
鶏
小
屋
で
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
乾
燥
し
た
鶏
糞
を
ヒ
ト

が
吸
い
込
む
危
険
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
空
気
感
染
で
広
が
る
か
ら
で
あ
る
。

今
や
自
然
界
に
も
広
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
亜
型
が
分
布
し
て
い
る
ら
し
い
。
ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
た
鳥
の
糞
が
魚

の
餌
や
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
、
そ
れ
が
川
や
沼
に
流
れ
込
み
、
魚
を
汚
染
し
、
そ
れ
を
食
べ
た
鳥
や
、
魚
粉
を
飼
料
に
し
て
い
る
家

畜
に
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
食
物
連
鎖
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
拡
散
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
環
境
破
壊
で
干

（
５
）
歴
史
人
口
学
の
速
水
融
教
授
は
、
内
務
省
の
結
果
に
は
一
部
府
県
の
デ
ー
タ
欠
落
が
あ
る
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
死
亡
者
数
は
お

よ
そ
四
五
万
人
に
昇
る
と
い
う
。
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潟
が
減
り
、
水
禽
類
の
越
冬
地
は
過
密
化
し
て
容
易
に
感
染
し
や
す
い
。
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
は
養
鶏
場
は
「
工
場
生
産
」
ら
し

い
。
自
然
光
や
外
気
が
入
ら
な
い
鶏
舎
で
身
動
き
で
き
な
い
ほ
ど
多
数
の
鶏
が
、
遺
伝
子
組
み
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
成
長
促
進
剤

で
大
量
に
か
つ
迅
速
に
「
生
産
」
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
畜
産
革
命
も
原
因
の
一
つ
だ
と
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

�

エ
イ
ズ
の
登
場
も
衝
撃
的
だ
っ
た
。（
第
九
章
）

ア
メ
リ
カ
の
同
性
愛
者
（
ゲ
イ
）
に
奇
妙
な
肺
炎
や
、「
悪
性
カ
ポ
ジ
肉
腫
」

と
い
う
皮
膚
ガ
ン
が
見
つ
か
り
、
し
か
も
有
効
な
治
療
法
が
見
つ
か
ら
な
い
、
と
の
報
道
が
一
九
八
〇
年
頃
に
出
た
。
医
学
者
は
す

ぐ
に
そ
の
ウ
イ
ル
ス
探
し
と
こ
の
奇
病
の
起
源
を
捜
し
始
め
た
。
一
九
八
二
年
に
は
こ
れ
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
の
ヒ
ト
の
免
疫
細
胞

が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る
こ
と
が
判
っ
た
。
病
名
は
「
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群A

cquired
Im
m
une

D
eficiency

Syndrom
e

」
頭
文
字
を
と
っ
て
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
発
症
さ
せ
る
ウ
イ
ル
ス
探
し
が
熱
を
帯
び
て
展
開
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
研
究
所
の
Ｌ
・
モ
ン
タ
ニ
エ
博

士
が
少
し
早
く
、
遅
れ
て
ア
メ
リ
カ
国
立
癌
研
究
所
の
Ｒ
・
ギ
ャ
ロ
博
士
が
、
別
々
に
こ
の
ウ
イ
ル
ス
を
突
き
止
め
た
。
追
試
験
で

二
つ
の
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
が
全
く
同
じ
だ
っ
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
側
は
ア
メ
リ
カ
の
「
盗
用
」
を
非
難
し
紛
争
に
な
っ
た
が
、
政

治
決
着
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
側
が
フ
ラ
ン
ス
の
言
い
分
を
認
め
た
。
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
ら
は
、
こ
の
業
績
で
二
〇
〇
八
年
に
ノ
ー
ベ

ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
し
て
ウ
イ
ル
ス
は
、「
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
スH

um
an
Im
m
unodeficiency

V
irus

Ｈ
Ｉ

Ｖ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

著
者
は
、
エ
イ
ズ
の
感
染
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
の
起
源
と
を
入
れ
子
で
記
述
し
て
い
る
の
で
、
大
変
に
読
み
ず
ら
い
。
そ
こ
で
評

者
が
整
理
し
て
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
エ
イ
ズ
感
染
だ
が
、
欧
米
の
感
染
に
つ
い
て
云
え
ば
、
一
九
七
〇
年
代
の
ハ
イ
チ
が
感
染
源
だ
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っ
た
と
み
ら
れ
る
。
西
ア
フ
リ
カ
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
は
、
独
立
の
際
宗
主
国
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
追
放
さ
れ
、
そ
の
欠
を
埋
め
る
た

め
に
ハ
イ
チ
か
ら
専
門
職
や
技
術
者
が
招
か
れ
た
。
彼
ら
が
こ
こ
で
エ
イ
ズ
に
感
染
し
、
故
国
に
持
ち
帰
っ
た
。
ハ
イ
チ
は
ゲ
イ
の

観
光
客
が
多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
で
、
か
れ
ら
の
間
に
広
ま
っ
た
。
そ
の
後
エ
イ
ズ
は
ゲ
イ
の
帰
国
と
と
も
に
欧
米
に
移
動
し
た
。

ま
た
当
時
は
売
血
が
盛
ん
に
な
さ
れ
、
血
液
製
剤
が
輸
出
さ
れ
た
こ
と
も
感
染
を
広
げ
る
要
因
だ
っ
た
。
初
期
の
エ
イ
ズ
患
者
の

九
〇
％
が
こ
れ
ら
男
の
同
性
愛
者
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
異
性
間
で
の
性
交
渉
に
よ
り
女
性
に
も
感
染
が
広
が
っ

た
。エ

イ
ズ
の
土
着
地
ア
フ
リ
カ
で
は
、
コ
ン
ゴ
か
ら
放
射
状
に
エ
イ
ズ
が
拡
大
し
た
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
首
都
で
は
売
春
婦
た
ち
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
陽
性
率
は
実
に
七
〇
％
を
超
え
る
と
い
う
。
彼
女
ら
と
の
性
交
渉
で
こ
の
病
気
が
住
民
に
拡
散
し
た
。
著
者
が
見
聞
し
た
ケ
ニ
ア

の
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
で
は
、
大
型
外
来
魚
の
漁
獲
が
増
え
て
町
が
潤
う
と
売
春
婦
が
ど
っ
と
集
ま
り
、
住
民
の
四
〇
％
も
が
感
染
し
、

診
療
所
の
倉
庫
に
は
死
体
の
山
が
出
来
て
い
た
と
い
う
。

著
者
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
エ
イ
ズ
が
「
感
染
爆
発
」
を
起
こ
し
た
理
由
を
幾
つ
か
整
理
し
て
い
る
。
こ
れ

は
今
後
の
対
策
に
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。「
闇
の
奥
」
説
に
よ
れ
ば
、
中
央
ア
フ
リ
カ
の
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
農
場
で
は
原
住
民

が
野
生
動
物
の
肉
を
与
え
ら
れ
奴
隷
と
し
て
働
か
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
売
春
婦
ら
が
自
由
に
出
入
り
し
て
い
た
。
だ
が
軍
事
政
権

の
誕
生
な
ど
で
政
治
と
経
済
は
混
乱
し
、
旱
魃
な
ど
自
然
災
害
も
加
わ
り
、
伝
統
的
共
同
体
は
こ
わ
れ
、
農
村
か
ら
都
市
に
貧
民
が

溢
れ
出
た
。
女
た
ち
は
売
春
婦
で
手
っ
取
り
早
く
カ
ネ
を
稼
ご
う
と
し
た
。
エ
イ
ズ
感
染
の
培
養
器
が
都
市
に
生
ま
れ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

第
二
は
大
陸
横
断
道
路
の
開
通
で
あ
る
。
ケ
ニ
ア
か
ら
コ
ン
ゴ
ま
で
開
通
し
た
大
陸
横
断
道
路
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
エ
イ
ズ
の
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「
感
染
道
路
」
と
な
っ
た
。
通
関
や
荷
物
の
積
み
下
ろ
し
の
町
に
は
、
売
春
婦
が
集
ま
り
運
転
手
と
の
性
交
渉
で
、
エ
イ
ズ
を
西
に

東
に
ま
き
散
ら
し
た
と
い
う
。
加
え
て
、
政
治
動
乱
、
そ
の
後
の
経
済
開
発
に
伴
い
、
ア
フ
リ
カ
に
は
先
進
国
か
ら
多
く
の
技
術
協

力
関
係
者
、
軍
隊
、
傭
兵
が
や
っ
て
き
て
現
地
の
女
性
と
接
触
し
、
エ
イ
ズ
感
染
し
て
故
国
に
戻
り
病
気
を
広
め
た
。
ま
た
医
療
援

助
の
際
、
注
射
針
を
加
熱
殺
菌
す
る
こ
と
な
く
使
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
じ
注
射
器
が
使
い
ま
わ
し
さ
れ
た
こ
と
も
感
染
拡
大
に
一

役
買
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
日
本
で
の
エ
イ
ズ
感
染
は
ど
う
か
。
日
本
で
は
、
一
九
九
〇
年
ご
ろ
か
ら
着
実
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
が
増
え
て
、
二
〇
〇
八

年
以
降
平
均
し
て
千
人
程
度
が
新
規
エ
イ
ズ
患
者
と
な
っ
て
い
る
。
七
〇
％
が
男
の
同
性
愛
者
で
あ
り
、
若
者
に
も
多
い
と
い
う
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
五
年
後
に
累
計
で
は
感
染
者
が
五
万
人
に
届
く
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。

エ
イ
ズ
の
起
源
だ
が
、
こ
れ
は
ま
だ
確
定
さ
れ
な
い
ら
し
い
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
同
類
の
ウ
イ
ル
ス
は
ア
フ
リ
カ
の
霊
長
類
も
持
っ
て
い

る
こ
と
が
判
っ
た
。
霊
長
類
の
エ
イ
ズ
は
「
セ
イ
ズ
」、
そ
の
ウ
イ
ル
ス
は
「
Ｓ
Ｉ
Ｖ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
が
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の

Ｓ
Ｉ
Ｖ
が
突
然
変
異
を
起
こ
し
て
ヒ
ト
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
‐
１
型
に
変
わ
っ
た
ら
し
い
。
コ
ン
ゴ
な
ど
中
央
ア
フ
リ
カ
で
は
今
で
も
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
な
ど
を
食
用
と
し
て
い
る
が
、
解
体
や
調
理
の
際
、
血
液
中
の
Ｓ
Ｉ
Ｖ
が
突
然
変
異
を
起
こ
し
て
ヒ
ト
に
感
染
し
た
の
で
は

な
い
か
、
と
の
仮
説
が
有
力
ら
し
い
。

先
進
国
で
は
エ
イ
ズ
は
鎮
静
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
―
日
本
だ
け
は
感
染
者
が
増
え
て
い
る
―
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
は
い
ま
だ
に
死
亡

原
因
の
第
一
位
を
守
っ
て
い
る
。
こ
の
憂
う
べ
き
事
態
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
性
風
俗
の
取
り
締
ま
り
や
モ
ラ
ル
の
向
上
は

無
力
な
の
だ
ろ
う
か
。
オ
ラ
ン
ダ
の
学
者
が
一
九
八
〇
年
代
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
二
〇
〇
〇
年
の
流
行
の
そ
れ
と
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
ウ

イ
ル
ス
の
病
原
性
が
低
く
な
り
、
薬
剤
に
も
感
受
性
が
高
ま
り
弱
体
化
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
と
い
う
。
宿
主
と
の
平
和
共
存
が
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生
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

�

最
後
に
結
核
を
取
り
上
げ
よ
う
。（
第
一
三
章
）

か
つ
て
は
「
国
民
病
」
と
云
わ
れ
た
結
核
―
本
書
で
は
専
ら
肺
結
核
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
結
核
は
他
の
多
く
の
臓
器
に
も
発
症
す
る
―
は
、
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
の
登
場
で
そ
の
猛
威
が
止
ん
だ
。

日
本
を
例
に
と
る
と
、
一
九
一
八
年
に
は
結
核
死
亡
一
四
万
人
、
死
亡
率
は
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
二
五
七
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二

〇
一
二
年
に
は
患
者
数
二
一
千
人
、
死
亡
者
二
一
〇
〇
に
減
少
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
世
紀
末
以
降
、
じ
わ
じ
わ
と
感
染
者
が
増

え
て
き
て
い
る
。「
再
興
感
染
症
」
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

結
核
は
結
核
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
「
慢
性
型
感
染
症
」
だ
が
、
そ
の
起
源
は
こ
れ
ま
で
の
学
説
で
は
、
ウ
シ
結
核
が
変
異
し
て
ヒ

ト
結
核
に
な
っ
た
と
云
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
最
近
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
者
ら
が
世
界
各
国
の
結
核
菌
遺
伝
子
を
解
析
し
て
、
ヒ
ト

結
核
菌
は
ア
フ
リ
カ
に
起
源
が
あ
る
と
唱
え
た
。
七
万
年
前
後
に
出
現
し
た
結
核
菌
は
変
異
を
重
ね
て
、
人
類
の
移
動
と
と
も
に
移

動
す
る
が
、
遺
伝
子
の
違
い
か
ら
七
つ
の
系
統
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
仮
説
は
、
人
類
の
出
現
と
拡
散
モ
デ
ル
と
も
整
合
す

る
の
で
有
力
ら
し
い
。

古
代
文
明
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
に
脊
椎
カ
リ
エ
ス
の
痕
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
紀
元
前
五
千
〜
三
千
年
頃
に
は
結
核

が
蔓
延
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
日
本
で
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
弥
生
時
代
の
人
骨
に
脊
椎
カ
リ
エ
ス
の
痕
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
中
国
の
春
秋
戦
国
時
代
に
、
混
乱
を
逃
れ
て
き
た
難
民
が
持
ち
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
云
う
。
そ
の
後
江
戸
時
代
の

ロ
ウ
ガ
イ

日
本
に
定
着
し
、「
癆
�
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
か
な
り
の
感
染
者
が
で
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
結
核
が
蔓
延
す
る
の
は
、
著
者
の
云
う
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
期
で
あ
る
。
ラ
ン
カ
シ
ャ
綿
工
業
の
マ
ン
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チ
ェ
ス
タ
ー
や
製
鉄
業
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
な
ど
工
業
都
市
が
誕
生
し
、
多
く
の
労
働
者
を
雇
用
し
始
め
る
。
だ
が
工
業
都
市
の
多
く

は
人
口
増
加
に
対
応
で
き
ず
住
環
境
は
悪
化
し
た
。
換
気
も
採
光
も
十
分
で
は
な
い
部
屋
に
、
労
働
者
家
族
は
重
な
り
合
う
よ
う
に

暮
ら
し
た
。
労
働
条
件
も
ひ
ど
く
、
長
時
間
労
働
、
深
夜
労
働
と
交
代
制
、
低
賃
銀
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
食
事
も
低

栄
養
だ
っ
た
。
加
え
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
石
炭
を
燃
料
と
し
て
使
用
し
た
の
で
、
空
気
は
よ
ご
れ
呼
吸
器
系
を
痛
め
た
。（「
煤
煙
都

市
」）
こ
う
し
た
都
市
環
境
は
結
核
菌
の
繁
殖
に
は
好
都
合
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
や
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
な
ど
大
都
市
の
労
働
者
街
区

に
結
核
が
蔓
延
し
、
多
く
の
命
を
奪
っ
た
。
国
民
の
二
〇
％
が
結
核
で
死
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

著
者
は
言
及
し
な
い
の
だ
が
、
や
や
遅
れ
て
工
業
化
と
都
市
化
を
経
験
し
た
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
結
核
は
隆
盛
を
き
わ
め
た
。
と
く

に
工
業
都
市
の
リ
ー
ル
や
首
都
パ
リ
で
は
、
労
働
者
街
区
に
結
核
感
染
が
根
を
下
ろ
し
、
容
易
に
立
ち
去
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

一
九
世
紀
末
の
パ
リ
で
も
住
民
死
亡
の
二
〇
％
が
結
核
に
よ
る
も
の
で
あ
（
６
）

っ
た
。

明
治
期
以
降
の
日
本
で
も
結
核
が
流
行
し
、
太
平
洋
戦
争
末
期
ま
で
死
因
第
一
位
を
記
録
し
た
。
ま
さ
し
く
国
民
病
で
あ
っ
た
。

明
治
政
府
は
殖
産
興
業
・
富
国
強
兵
策
の
一
環
と
し
て
、
ま
ず
は
繊
維
工
業
の
移
植
を
図
っ
た
。
綿
や
生
糸
な
ど
の
紡
績
工
場
に
は

大
量
の
若
年
労
働
者
が
雇
用
さ
れ
た
。
紡
績
工
場
の
八
〇
万
人
の
労
働
者
の
う
ち
五
〇
万
人
が
若
い
女
性
で
あ
っ
た
と
い
う
。

彼
女
ら
が
結
核
の
犠
牲
と
な
っ
た
こ
と
は
、
細
井
和
喜
蔵
の
『
女
工
哀
史
』
や
、
山
下
茂
美
『
あ
ゝ
野
麦
峠
』
な
ど
に
よ
く
描
か

れ
て
い
る
。
彼
女
ら
は
農
村
か
ら
集
団
で
紡
績
工
場
に
出
稼
ぎ
に
き
て
、
会
社
の
寮
に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、
昼
夜
二
交
代
制
で
働

い
た
。
僅
か
な
賃
銀
を
蓄
え
、
親
元
へ
送
金
し
て
親
孝
行
を
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
苛
酷
な
労
働
条
件
と
十
分
で
は
な
い
食
事
と

休
養
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
が
二
年
以
内
に
結
核
に
罹
っ
た
と
い
う
。
紡
績
会
社
は
解
雇
す
る
か
、
離
職
を
促
し
、
結
核
に
罹
っ
た
娘

ら
を
故
郷
に
返
し
た
。
だ
が
そ
こ
も
彼
女
ら
を
療
養
す
る
余
裕
が
な
く
、
や
が
て
死
が
待
っ
て
い
た
。
産
業
医
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
石
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原
修
は
、
そ
の
著
『
女
工
と
結
核
』
の
な
か
で
、
故
郷
に
戻
さ
れ
て
死
亡
し
た
者
の
七
〇
％
が
結
核
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
記
し
て

い
る
。
明
治
末
期
の
女
性
の
平
均
寿
命
は
わ
ず
か
四
四
歳
余
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
こ
う
し
た
女
工
の
早
す
ぎ
る
死
が
強
く
関
与

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

故
郷
に
戻
っ
た
女
工
か
ら
農
村
の
若
い
男
や
家
族
に
結
核
が
広
が
り
、
さ
ら
に
か
れ
ら
が
軍
隊
に
採
ら
れ
て
そ
こ
で
結
核
感
染
を

広
げ
た
と
い
う
。

結
核
菌
は
一
八
八
二
年
に
ド
イ
ツ
の
コ
ッ
ホ
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
は
容
易
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
コ

ッ
ホ
が
一
度
成
功
し
た
か
に
見
え
た
が
、
か
れ
の
「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
」
は
病
気
の
治
療
に
は
効
果
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
後
に

改
良
を
施
さ
れ
て
、
結
核
感
染
し
た
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
検
査
、「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
」
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

結
核
は
感
染
し
て
も
す
ぐ
に
全
員
が
発
症
す
る
病
気
で
は
な
い
こ
と
が
次
第
に
分
か
っ
て
き
た
。
感
染
者
の
一
〇
％
程
度
が
、
感

染
し
て
か
ら
二
、
三
年
後
に
発
症
す
る
の
で
あ
る
。
結
核
菌
は
細
胞
分
裂
し
て
増
殖
す
る
の
が
極
め
て
遅
い
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、

環
境
変
化
、
す
な
わ
ち
凍
結
や
乾
燥
に
は
強
く
、
高
温
で
熱
殺
菌
し
な
い
と
死
滅
し
な
い
。
こ
う
い
っ
た
結
核
菌
の
特
有
な
性
格
が

ワ
ク
チ
ン
開
発
を
難
し
く
し
て
い
た
。

病
原
菌
を
弱
毒
化
し
て
ワ
ク
チ
ン
を
製
造
す
る
技
術
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
よ
り
も
先
ん
じ
て
い
た
。
す
で
に
一
九
世
紀
後

半
に
は
、
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
が
炭
疽
ワ
ク
チ
ン
や
狂
犬
病
の
ワ
ク
チ
ン
に
成
功
し
て
い
た
。
こ
れ
を
継
承
し
た
の
が
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
研

究
所
の
二
人
、
カ
ル
メ
ッ
ト
博
士
と
ゲ
ラ
ン
博
士
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
実
に
一
七
年
も
の
間
結
核
菌
の
弱
毒
化
に
取
り
組
み
、
一

（
６
）
パ
リ
で
最
も
結
核
被
害
が
で
た
の
は
、
都
心
部
に
あ
る
簡
易
宿
泊
所
（
ガ
ル
ニ
）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
都
心
部
で
働
く
人
夫
、
道
路
掃

除
人
、
日
雇
い
な
ど
低
所
得
層
が
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
。
詳
し
く
は
前
掲
拙
著
、
第
五
章
「
国
民
病
と
し
て
の
結
核
」
参
照
。
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九
二
一
年
に
漸
く
成
功
し
た
。
こ
れ
が
Ｂ
Ｃ
Ｇ

B
acille

de
C
alm

ette
et
G
uérin

、
つ
ま
り
「
カ
ル
メ
ッ
ト
・
ゲ
ラ
ン
菌
」
で
あ

（
７
）

る
。二

〇
世
紀
初
頭
に
は
Ｘ
線
に
よ
る
胸
部
撮
影
も
実
用
化
し
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
と
と
も
に
結
核
診
断
と
結

核
予
防
は
大
き
く
前
進
し
た
が
、
結
核
の
病
状
を
食
い
止
め
、
さ
ら
に
は
治
癒
さ
せ
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
当
時
採
ら

れ
た
の
が
「
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
療
法
」
で
あ
る
。
空
気
の
清
浄
な
山
間
部
や
海
岸
で
、
澄
ん
だ
空
気
を
呼
吸
し
、
栄
養
の
あ
る
食
事
を

と
り
、
ゆ
っ
く
り
と
静
養
す
る
こ
と
で
病
気
の
進
行
を
食
い
止
め
る
と
い
う
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
療
法
は
ド
イ
ツ
で
普
及
し
、
そ

れ
な
り
の
効
果
を
上
げ
た
。
日
本
で
も
風
光
明
媚
な
湘
南
海
岸
や
信
州
富
士
見
高
原
な
ど
に
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
造
ら
れ
、
富
裕
な
結

核
患
者
が
療
養
し
た
。
竹
久
夢
二
や
堀
辰
雄
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
結
核
に
罹
っ
た
文
人
ら
が
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
優
れ
た
作
品
を
多

く
残
し
た
の
で
、「
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
文
学
」
な
る
呼
称
も
生
ま
れ
た
。

結
核
を
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
に
し
た
文
学
作
品
で
最
も
有
名
な
の
は
徳
富
蘆
花
の
『
不
如
帰
』
で
あ
ろ
う
。
薄
幸
な
ヒ
ロ
イ
ン
浪
子

は
結
核
に
罹
っ
た
た
め
に
、
軍
人
の
夫
が
留
守
の
間
に
姑
か
ら
離
縁
さ
れ
る
。
夫
を
慕
い
な
が
ら
悲
嘆
の
う
ち
に
死
ん
で
ゆ
く
ス
ト

ー
リ
ー
は
巷
間
の
涙
を
誘
っ
た
。
そ
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
雅
号
に
し
た
の
が
「
子
規
」
で
あ
る
。
か
れ
も
ま
た
若
く
し
て
結
核
に

罹
り
、
脊
椎
カ
リ
エ
ス
の
痛
み
と
戦
い
な
が
ら
、
随
筆
、
俳
句
、
写
生
に
傑
作
を
遺
し
た
。
二
一
歳
で
罹
患
し
、
三
六
歳
で
亡
く
な

る
ま
で
結
核
と
戦
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
子
規
の
並
外
れ
た
気
力
と
栄
養
あ
る
食
事
で
は
な
い
か
と
思
う
。
先
の
女
工
の
食
事
内

容
と
は
天
と
地
ほ
ど
の
差
が
（
８
）

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
貧
窮
の
な
か
で
結
核
に
罹
り
、
絶
望
し
つ
つ
死
ん
で
い
っ
た
の
が
石
川
啄
木
で

あ
っ
た
。
か
れ
は
発
病
し
て
か
ら
わ
ず
か
一
年
余
で
亡
く
な
っ
た
。
同
じ
く
二
四
歳
の
若
さ
で
結
核
死
し
た
の
が
樋
口
一
葉
で
あ
る

が
、
本
人
は
自
ら
が
結
核
だ
っ
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
病
勢
か
ら
見
て
「
奔
馬
性
結
核
」
と
見
ら
れ
る
。
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さ
て
、
最
後
に
近
年
憂
慮
す
べ
き
こ
と
は
結
核
が
再
び
勢
い
を
増
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
再
興
感
染
症
だ
が
、
先
進
国

の
中
で
は
日
本
だ
け
が
と
く
に
結
核
罹
患
者
と
死
亡
者
が
増
え
続
け
て
い
る
。
た
ま
り
か
ね
た
旧
厚
生
省
は
一
九
九
九
年
に
「
結
核

緊
急
事
態
宣
言
」
を
出
し
て
注
意
を
促
し
て
い
る
。
本
書
で
は
そ
の
原
因
を
四
つ
挙
げ
て
い
る
の
で
簡
単
に
紹
介
し
て
結
び
と
し
た

い
。一

つ
は
、
高
齢
化
で
あ
る
。
七
〇
歳
以
上
に
な
る
と
免
疫
力
は
低
下
し
、
ま
た
糖
尿
病
な
ど
で
も
抵
抗
力
が
衰
え
結
核
が
発
症
す

る
の
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
前
述
し
た
よ
う
に
一
生
涯
免
疫
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
う
信
じ
て
い
る
国
民
が
多

い
。
第
二
は
、
若
者
を
中
心
に
自
然
感
染
す
る
機
会
が
減
っ
た
こ
と
で
、
逆
に
初
感
染
、
発
症
す
る
場
合
が
多
い
。
第
三
は
、
貧
困

層
の
増
加
で
あ
る
。
低
所
得
者
層
に
は
健
康
診
断
の
機
会
も
少
な
く
、
偏
っ
た
食
事
な
ど
で
結
核
に
罹
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
大

阪
あ
い
り
ん
地
区
な
ど
の
貧
困
層
の
罹
患
率
は
驚
く
ほ
ど
高
い
と
い
う
。
第
四
は
外
国
人
居
住
者
の
増
加
で
あ
る
。
近
年
は
中
国
人

や
韓
国
人
な
ど
の
ほ
か
に
も
ブ
ラ
ジ
ル
人
な
ど
の
移
住
者
も
多
い
が
、
か
れ
ら
は
予
防
接
種
を
き
ち
ん
と
受
け
て
い
な
い
場
合
が
多

く
、
居
住
条
件
も
よ
く
な
い
の
で
結
核
罹
患
す
る
率
が
高
い
。
第
五
に
多
剤
耐
性
結
核
菌
の
拡
大
で
あ
る
。

現
在
の
結
核
治
療
で
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
イ
ソ
ニ
ア
ジ
ド
と
フ
ァ
ン
ピ
シ
ン
と
い
う
抗
生
物
質
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
耐

（
７
）
現
在
日
本
で
は
、
二
〇
〇
五
年
の
結
核
予
防
法
の
改
定
で
、
乳
幼
児
に
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
な
し
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
な
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
そ
の
効
果
は
一
生
涯
持
続
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
五
年
ほ
ど
だ
と
い
う
。

（
８
）
女
工
の
食
事
は
基
本
的
に
一
汁
一
菜
だ
っ
た
。「
一
菜
」
は
、
日
替
わ
り
で
、
金
時
豆
、
数
の
子
、
大
根
、
里
芋
、
ヒ
ジ
キ
、
豆
腐
豚

汁
、
塩
鮭
な
ど
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
子
規
の
食
事
は
、
お
粥
に
、
お
か
ず
と
し
て
刺
身
（
鰹
、
鮪
、
ワ
ラ
サ
）、
泥
鰌
、
佃
煮
、
野

菜
の
煮
つ
け
、
奈
良
漬
け
な
ど
、
お
や
つ
に
コ
コ
ア
入
り
牛
乳
、
菓
子
パ
ン
、
食
前
酒
と
し
て
ぶ
ど
う
酒
、
デ
ザ
ー
ト
に
果
物
各
種
な
ど

で
あ
る
。
そ
の
カ
ロ
リ
ー
は
二
二
〇
〇
を
超
え
て
い
る
と
も
云
わ
れ
る
。
前
掲
拙
著

第
三
章
註
１８
、
２０
を
参
照
せ
よ
。
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性
を
も
つ
結
核
菌
が
増
加
し
て
い
る
。
薬
剤
の
服
用
が
不
規
則
で
あ
っ
た
り
、
中
断
し
た
り
し
た
こ
と
で
結
核
菌
が
耐
性
を
獲
得
し

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
二
種
類
の
薬
剤
が
効
か
な
い
と
き
は
、
別
の
六
種
類
の
薬
剤
を
使
う
の
だ
が
、
う
ち
三
種
に
「
ス
ー
パ

ー
多
剤
耐
性
菌
」
が
出
て
い
る
と
い
う
。
ウ
イ
ル
ス
や
病
原
菌
の
し
た
た
か
な
対
応
力
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
が
、
我
々
と
し
て

は
こ
れ
を
抑
え
こ
む
薬
剤
の
開
発
に
期
待
を
寄
せ
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
が
本
書
か
ら
私
が
選
ん
だ
五
つ
の
感
染
症
の
紹
介
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
本
書
で
は
興
味
を
惹
く
内
容
が
幾
つ
か
あ
る
。

胃
が
ん
と
ピ
ロ
リ
菌
と
の
関
係
、
猫
か
ら
感
染
す
る
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
原
虫
が
ヒ
ト
の
脳
に
入
り
、
ド
ー
パ
ミ
ン
の
分
泌
を
促
す

話
、
頑
固
な
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
が
口
唇
ヘ
ル
ペ
ス
や
帯
状
疱
疹
を
惹
き
起
こ
す
な
ど
で
あ
る
。
興
味
を
も
た
れ
た
読
者
は
ぜ
ひ
本

書
を
繙
い
て
ほ
し
い
。

本
書
は
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
最
新
の
医
学
、
と
く
に
遺
伝
子
解
析
な
ど
の
研
究
成
果
を
取
り
込
ん
で
、
類
書
に
は
な
い
切
り

口
か
ら
感
染
症
の
歴
史
と
現
状
を
解
き
明
か
し
た
。
概
し
て
社
会
経
済
史
の
部
分
の
記
述
は
余
り
正
確
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
著
者

の
専
門
外
の
こ
と
ゆ
え
仕
方
な
い
だ
（
９
）

ろ
う
。
本
文
に
注
記
が
な
い
こ
と
も
不
満
だ
が
こ
れ
も
学
術
書
で
は
な
い
か
ら
仕
方
あ
る
ま

い
。
そ
の
分
、
巻
末
の
参
考
文
献
の
リ
ス
ト
は
充
実
し
て
い
る
。

ひ
と
つ
だ
け
注
文
を
付
け
る
と
す
れ
ば
、
小
見
出
し
の
配
列
が
十
分
に
考
え
抜
か
れ
た
も
の
と
は
云
え
な
い
点
で
あ
る
。
話
題
が

あ
ち
こ
ち
飛
び
、ま
た
断
片
的
で
あ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。ど
こ
か
ら
で
も
読
み
始
め
ら
れ
る
と
い
う
の
も
長
所
か
も
知
れ
な
い
が
、

筋
道
を
追
っ
て
理
解
を
深
め
る
に
は
再
考
が
望
ま
れ
る
。
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（
二
〇
一
七
年
四
月
二
四
日
脱
稿
）

（
洋
泉
社

二
〇
一
四
年

三
二
四
頁

二
四
〇
〇
円
＋
税
）

（
９
）
細
か
い
こ
と
だ
が
、「
パ
リ
が
一
九
世
紀
半
ば
に
は
セ
ー
ヌ
川
か
ら
の
取
水
を
あ
き
ら
め
、
一
八
五
二
年
か
ら
は
巨
大
な
掘
り
抜
き
井

戸
に
水
源
を
切
り
替
え
た
」（
七
六
頁
）
と
の
記
述
は
正
し
く
な
い
。
パ
リ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
首
都
で
は
唯
一
、「
水
源
水
」
を
水
道
橋
に

よ
り
導
水
し
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
前
掲
拙
著
第
七
章
「
パ
リ
の
給
水
事
業
と
衛
生
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

―１４４（９７）―

『
感
染
症
の
世
界
史
』


